大会結果報告書（各競技日毎の結果）

	第　1 日目
	2018年 11月 22日（木）
	☐成立
■不成立



	参加の意志表示をした選手数
	　30人
	ＤＱ
	　



	ﾀｽｸ／ （）でターンポイント半径（単位:m）を入力すること：

タスク距離： km   　

	競技内容  　Race/Elapsed
テイクオフオープン   :   
テイクオフクローズ   :    
スタートターンポイント　
	スタートシリンダー　 m
1stスタートゲート  :   
スタート回数　    回
スタートインターバル   分
	ESS　m
タスクフィニッシュ　　:
ランディング報告締め切り　　:
タスクレポート締め切り　　:

	得点計算式：GAP2016

	GAPパラメータ：　ミニマムディスタンス6km,ノミナルディスタンス 35km,ノミナルタイム 1:00,ノミナルゴール 20%

	気象条件：概況：早朝と夕方前、雨

	　　　　風向： 　　風速　m/s

	　　　　サーマルトップ、積雲有無：

	 概要： 日中雨予報、もし降らなかったとしてもソアラブルなコンディションが望めないので競技はキャンセルとし

	た。

	

	

	

	

	



タスクボード					　　パイロン地図（任意貼り付け）
（上の表にタスク記入or 写真添付で選択可能）
写真を挿入するとデータ容量が大きくなるため（JHFメールの１通あたりの受信制限が20MB）、圧縮して貼りつけてください。			　　
























	第　2 日目
	2018年 11月 23日（金）
	■成立
☐不成立



	参加の意志表示をした選手数
	　48人
	ＤＱ
	1　



	ﾀｽｸ／ （）でターンポイント半径（単位:m）を入力すること：

タスク距離： 62,3km   　

	競技内容  　Race/Elapsed
テイクオフオープン   :   
テイクオフクローズ   :    
スタートターンポイント　
	スタートシリンダー　 m
1stスタートゲート  :   
スタート回数　    回
スタートインターバル   分
	ESS　m
タスクフィニッシュ　　:
ランディング報告締め切り　　:
タスクレポート締め切り　　:

	得点計算式：GAP2016

	GAPパラメータ：　ミニマムディスタンス6km,ノミナルディスタンス 35km,ノミナルタイム 1:00,ノミナルゴール 20%

	気象条件：概況：快晴。寒気が入り朝霧らしい強いコンディション。

	　　　　風向：南 　　風速　2～3m/s

	　　　　サーマルトップ、積雲有無：サーマルトップ2400m、積雲有

	 概要： 

	秋の開催でコンディションに不安があったが、朝霧らしい稜線上はできるだけ回さないで飛んだ方が早くゴールでき

	るコンディションとなった。前半は中堅田中元気選手と20代の若手名草選手が後続を10分くらい引き離したが、

	オーバーキャストで渋くなったタイミングで第二集団の中堅牟田園選手、砂間選手に追い付かれ、そのまま上げられ

	ずにランディングしてしまう。この渋い時間帯を上手く生き残ったベテラン選手から順にゴール。最終的に10名が

	ゴールした。1位大門選手、2位鈴木博司選手、3位氏家選手。

	



タスクボード					　　パイロン地図（任意貼り付け）
（上の表にタスク記入or 写真添付で選択可能）
写真を挿入するとデータ容量が大きくなるため（JHFメールの１通あたりの受信制限が20MB）、圧縮して貼りつけてください。			　　







	第　 3日目
	2018年 11月 24日（土）
	■成立
☐不成立



	参加の意志表示をした選手数
	　48人
	ＤＱ
	　0.49



	ﾀｽｸ／ （）でターンポイント半径（単位:m）を入力すること：

タスク距離： km   　

	競技内容  　Race/Elapsed
テイクオフオープン   :   
テイクオフクローズ   :    
スタートターンポイント　
	スタートシリンダー　 m
1stスタートゲート  :   
スタート回数　    回
スタートインターバル   分
	ESS　m
タスクフィニッシュ　　:
ランディング報告締め切り　　:
タスクレポート締め切り　　:

	得点計算式：GAP2016

	GAPパラメータ：　ミニマムディスタンス6km,ノミナルディスタンス 35km,ノミナルタイム 1:00,ノミナルゴール 20%

	気象条件：概況：寒気が抜けてサーマルが渋くサーマルトップも低め

	　　　　風向： 南　　風速　2～3m/s

	　　　　サーマルトップ、積雲有無：サーマルトップ1600m（途中1800mになるタイミングも）積雲有

	 概要： 

	予報通りサーマルは渋く、日本代表選手含む多数の選手がぶっ飛んでしまう。そんな中生き残った選手は前半

	サーマルトップが1600mと稜線より100mくらいしか高く上がらない、サーマルがあっても上がり切らない、そんな

	状況に苦しむ。それでも8名の選手が上手くタスクをこなしゴール。1位の大門選手は最初のスタートで終始一人で

	先頭を飛びトップゴールを決めた。1位大門選手、2位氏家選手、3位鳥羽選手

	

	



タスクボード					　　パイロン地図（任意貼り付け）
（上の表にタスク記入or 写真添付で選択可能）
写真を挿入するとデータ容量が大きくなるため（JHFメールの１通あたりの受信制限が20MB）、圧縮して貼りつけてください。			　　

























	第　 4日目
	2018年 11月 25日（日）
	■成立
☐不成立



	参加の意志表示をした選手数
	　50人
	ＤＱ
	　1



	ﾀｽｸ／ （）でターンポイント半径（単位:m）を入力すること：

タスク距離： km   　

	競技内容  　Race/Elapsed
テイクオフオープン   :   
テイクオフクローズ   :    
スタートターンポイント　
	スタートシリンダー　 m
1stスタートゲート  :   
スタート回数　    回
スタートインターバル   分
	ESS　m
タスクフィニッシュ　　:
ランディング報告締め切り　　:
タスクレポート締め切り　　:

	得点計算式：GAP2016

	GAPパラメータ：　ミニマムディスタンス6km,ノミナルディスタンス 35km,ノミナルタイム 1:00,ノミナルゴール 20%

	気象条件：概況：寒気は抜けつつも日照がありサーマルも強め

	　　　　風向： 南　　風速　2～3m/s

	　　　　サーマルトップ、積雲有無：サーマルトップ1800m、積雲無し

	 概要： 

	コンディションは3日目と比べ回復し、朝霧らしいレース展開。

	序盤は鈴木博司選手が一人先行するも、中盤から田中元気選手が一人先行し、後続を引き離し最終的には第二集団に

	約10分引き離してトップゴール。その後10名くらいが第二集団でゴールするも、2回目スタートを選択した板垣

	選手、牟田園選手、太田選手がそのすぐ後にゴールし好タイムを叩きだす。

	最終的には田中元気選手が板垣選手、牟田園選手よりも30秒速く1000点を獲得した。

	1位田中元気選手、2位牟田園選手、3位板垣選手



[bookmark: _GoBack]タスクボード					　　パイロン地図（任意貼り付け）
（上の表にタスク記入or 写真添付で選択可能）
写真を挿入するとデータ容量が大きくなるため（JHFメールの１通あたりの受信制限が20MB）、圧縮して貼りつけてください。			　　
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